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取扱説明書 

お買い上げいただきありびとラございます。 

A 遊叫 電気製品は安全のための注意事項を守らないと、 

公日口 I 火災や人身事故になることびあります。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取り扱いかたを示しています。 
この取扱説明書と別冊の r 安全のために」をよくお読みのラえ、製品を安全にお使いください。 
お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保管してください。 
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WALKMAN は、ソニー株式会社の登録商標です。 
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付属品を確かめる 

♦ ワイヤレスコント□ーラー 
(リチウム電池 CR 2032 入り） 

ストラップの取り付け方 


^9^ 


I ストフツプ 


この説明書は 100% 古紙再生紙と VOC 
(揮発性有機化合物）ゼロ植物油型インキ 
を使用しています。 




' へツ ドホン 




>充電スタンド 
(組み立て後） 



► AC パワーアダプター (3 V 用）♦キャ U ングポーチ♦充電式ニカド電池♦乾電池ケース 
(付属の充電ろミンド専用） NC -6 WM (DC IN ジャックなし） 






♦ 充電池ケース 
(Battery carryina case ) 


>取扱説明書 


ソニーご相談窓口のご案内 


ま全のために 

给危哟 


ボタン型電池誤飲防止について 

ー ワイヤレスコントローラーの電源にはボタン型電池を使巧しています。 

ー ボタン型電池を誤って飲み込むことのないよラ、ワイヤレスコント□ーラーおよび電ミ也は特 
に幼児の手の届かないところに置いてください。 

一万一電池を飲み込んだ場合には、直ちに医師と相談してください。 

充電スタンドにコイン、キー、ネックレスなどの金属類を置かないでください。充電スタンド 
の端テび金属とつなびるとショートし、発熱することびあります。 

付属の充電式電池を持ち運ぶとさは、必ず付属の充電池ケースに入れてください。ケースに入 
れずにコイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒に携帯•保管すると、電池の+と一びシ 
ョートし、発熱することびあります。 

乾電池や乾電池ケースまたは本体はコイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒に携帯•保 
管しないでください。乾電池の+と 一、 または乾電池ケースの端子と本体の乾電池ケース用端 
子び金属とつなびるとショートし、発熱することびあります。 


る部のなまえ 

プレーヤー本体 


本体表示窓 


—— P 


をル蟲 

GR 0 U 戶ボタン 

3色お知らせ LED 

MENU / ENT ボタン 

CK へッ ドホン）ジャック 

OPEN つまみ 

充電式電池入れ 

V 0 L (音量） +*/- ボタン 

I◄◄/ ►W ►/!!/■ ボタン 

HOLD (誤操作防止)スイッチ(底面） 

本体のボタンび働かな < なり、誤操作を防 

ぎます。 

充電用端テ/乾電池ケース用端モ 
WIRELESS ON / OFF スイッチ(底面） 



充電スタンド 



の充電用端子 
图 CHARGE (充電)ランプ 
団 DC IN 巧 V ジャック）(裏面） 


のディスク表示 
回グルーフモード表示 
団曲ま表示部 
团電池残量表示 
固再生が態表示 
图サウンド表お 

团ディスク、グルーフ、トラック表示 
因文字情報表示部 

ワイヤレスコント □ーラー 

i Q -I 


却 


田 HOLD スイッチ 

ワイヤレスコント□ーラーのボタンび働 
かな < なり、誤操作を防ぎます。 

图 I◄◄/ ►W ►♦/■/LIGHT ボタン 

■/ LIGHT を巧すとキーライトとしてちお 
使いになれます。 

图キーライト/操作確認 LED 
囲 U チウム電池入れ(底面） 

固 V 0 L 宿曇 +*/- ボタン 
固 RELEASE ボタン 

ボタン電池のふたを開けるとさに使用します。 
团ストラップ取り付け部 

* ボタンに凸点(突起)びついています。操作 
の目印としてお使いください。 


準備する 


お買い上げ時には、まず充電式電池を充電してくださし、。 


巧電式電池を入れる 




©側を奧にし 
て入れる。 



Q 巧電式電池を巧電する 


巧電スタンドの組み立てかた 
奥までしっかり差し込んでくださし、。 



コンセント 

AC 10 0 V へ 



DC IN 3 V へ 



AC パワーアダプター 


CHARGE ランプが点口し 
たことを確 IS してください 


本機に付属の充電式電池 NC -6 WM を入れた後、付属の充電式スタンドに置くだけで簡 
単に充電することがでさます。約即寺間で充電が完了し、ランプび消えます。 

IT ] •巧電スタンドにのせるとき、または巧電中は操作しないでください。 
誤動作や充電されない原因になりまず。 

• 付属の巧電スタンドは NC -6 WM 専用でず。 NH -14 WM は使えません。 


アルカリ乾電池で使ラとをは 
乾電池ケースを本体に取り付ける。 


図のように公ず©側か5入れる。 




別売0のソニーアルカ U 乾電池(単3あ)を1本入れます。 
充電式電池と一緒に使ラと長時間再生びできます。 


へッドホンをつなぎホールドを解除する 


しっかり差し込む 




Q ワイヤレス機能を働かせる 


本体の W 旧 ELESS スイッチを ON にする。 


OFFooON 

(( 。。。。 ) W 旧 ELESS 


ごミち意 

• 本機は、ヘッドホンのコードびアンテナになっているので、できるだけ延ばした状態でお使いくだ 
さい。 

• 長時間使用しない場合は、 W 旧 ELESS スイッチを OFF にしてください。 


S ニディスクを固< 

5ニディスクを入れる 

① OPEN つまみを矢印のち向へ©ミニディスクを入れる。 ③ ふたを閉める。 
ずらず。 





ディスクのラベル面を上にし、矢印の向きに 
奥まで巧し入れてください。 


再生する 


GROUP II 



「キーライト/ ■/UGHT 
操作確認 LEDJ 


I MENU/ENT 
巧色お知5せ LED 」 


の W ►-を巧ず。 

ワイヤレスコント□ーラーで操作すると「ピ」と確認音びします。「3色お知らせ 
LED 」 び点滅して、点巧に変わります。 

巧； V 0 L + または一を巧して音量を調節する。 

本体の表示窓で音量を確認でさます。 

再生を止めるには、■を巧ず。 

ワイヤレスコント□ーラーで操作すると「ピー」と確認音がします。 

次に再生する時は、止めたところの続きから始まります。ディスクの初めの巧から再 
生を始めたいときは、►-を2秒し以上押したままにして再生を始めてください。 

" 「3色お知らせ LED 」 の色は;欠のよラに点口します。また、電池の蔑量び少なくなると点 
滅します。くわしくは、「充電式電池•乾電池の取り換え時期は」をご覧ください。 


LED 色 

状態 

赤色 

通常再生時 

緑色 

グループモード再生時 

オレンジ色 

グループスキップモード*時(約日秒間） 

* <ねし<は、 

rr グループ機能」を使ラ」をご覧 <ださい。 


こんなとさは 

操作（ワイヤレスコント□-ラーの確認音巧） 

今聞いている巧、またはさらに前 
の巧を頭出しするを 

M ◄を巧す。（ピピピ）またはさらに戻したい曲数だけ！◄◄を繰 
り返し押す。（ピピピ•ピピピ ■ • •) 

:欠の曲を頭出しする 4 > 

►W ►封甲す。（ピピ） 

再生しなびら早戻しずる 

1◄◄を押したままにする。 

再生しなびら早送りする 

► W を押したままにする。 

一時停止する 

■■を押す。 

ちう一度巧すと解除されます。 

ディスクを取り出す 

■を巧してから、本体の OPEN つまみをずらすの。 


のワイヤレスコントローラーの確認音は消すことをでをます。くわしくは r ワイヤレスコントローラー 
の確認音を消す」をご覧 < ださい。 

3) ディスクの1曲目で!◄◄を押すと、ディスクの最後の曲になります。 

4) ディスクの最禮の曲で►-を巧すと、ディスクの1曲目になります。 

のふたを開けると、次の再生はディスクの最初から始まります。（グループモード再生のとをを除く） 

本体表示窓の見かた 

くわしくは、「巧名や®の時間を見る」をご賣<ださし、。 



，い, L_l _かを 

I -曲名がまたは曲の経過時間 

— I "* -J 

曲名やディスク名などの文字情報を記録しているディスクのときのみ表示します。 


本機は録音時間を2倍または4倍にしてステレオ録音された巧 ( LP 2 または LP 4) を再生することびで 
きます。録音された方法により、ステレオ再生/ LP 2 ステレオ再生/ LP 4 ステレオ再生/モノラル 
再生は自動的に切り換わります。 

表示は、■を押してから数投 1 菱に消えます。 


^いろいろな聞をかた 

プレーヤー本体 


GROUP II 



MENU/ENT 


巧色お知5せ LED 」 


再生モードを選ぶ 

通常の再生のほか、 1® 再生 （1 T 「 ack )、 
シャッフル再生 ( Shuff )、 プ□グラム再生 
( PGM ) びでさ、さ5に各再生状態のまま繰 
りおし聞くことびでさます。 

設定は本体で巧います。 

1 再生中、 MENU / ENT ボタンを押す。 

2 w/w ►を繰り返し巧して 
「 P - MODE 」 を点滅させ、 MENU / 
ENT ボタンを巧す。 

3 W/W ►-を繰り返し巧して 
選択したい再生モードを点滅させ、 
MENU / ENT ボタンを巧す。 

►W ►-を繰0返し押すたびに、表示 
〇び次のように変わ0ます。選択した 
し、再生モードび点滅しているときに、 
MENU / ENT ボタンを押して確定する 
と、表示©び点灯します。 

►W ►-を繰り返し押ずと©び変わる。 


yiwiji 1111 し 


MENU / ENT ボタンを巧ずと包が点なする。 


I 0 已 ：07 ) 

0/0 煩生状態） 

Normal /— (通常の再生 ） i 

♦ 

AHRep / に（全巧を繰り返して再生） 

♦ 

1 Track / 7 (再生中の 1 ffl を再生） 

♦ 

1 Rep . にプ（再生中の1巧を繰り返し 
て再生） 

♦ 

ShuWSHUF (き巧を順不同に並べ変 
えて再生） 

♦ 

Shuf . WSHUFg 

(全 ffi を順不同に並べかえて再生、さ 

5に繰り返し並びかえて再生） 

♦ 

PGM/PGM (巧を好きな順に並べか 
えて再生） 

♦ 

PGM Rep/PGM 

(曲を好きな順に並べかえて繰り返し 
再生） 

途中で設定をやめるには 

設定の途中で本体の■ボタンを押します。 


好きな順番に巧を並べ変えて聞 

< (プ□グラム再生） 

設定は本体で巧います。 

1 「再をモードを還ぶ」の手順1、2を巧 
し、、手順3で rPGM 」 を表示させ、 
MENU / ENT ボタンを巧す。 


た；ザ滞狂 

n n n 

uuu 

<PGM 01 

、ノ 


2 w/w ►►を繰り返し巧して 
a を選ぶ。 



K ド bNWl け-プ□グラムの 
^- ' 順を 

3 MENU / ENT ボタンを巧ず。 

曲び巧定します。 


を；が滞担 

n n n 

uuu 

<PGM 02 

、 ノ 


4 手順 2、3 を繰り返して、好きな順に 
巧を選ぶ。 

5 MENU / ENT ボタンを2秒 ly 上押す。 

設定び確定し、1曲目か5再生び始ま 
0ます。 


• 再生び終わったとを、または途中で止めたと 
をちプ□グラム設定は残っています。 

• 全部で20曲までプ□グラムでをます。 

• グループモードを ON にして特定のグループ 
を選択すると、そのグループ内での再生モー 
ドを選ぶことびでをます。グループモードを 
ON にするには、 rr グループ機能」を使ラ」の 
「グ J レープ機能を使って聞く」をご覽くださ 
い。 

• 一時停止中や停止中ち操作でをます。 

ごま意 

• ふたを開けると設定は解除されます。 

• 停止状態での設定の途中、日分間何を操作され 
なかったときは、それまでの設定でプ□グラ 
ムび確定します。 

• プログラム設定中、グループモードを ON / 
OFF しようとしても、 「 SORRY 」 と表示さ 
れ、 ON / OFF でをません。 

• プ□グラム再生中、グループモードを ON に 
すると、プ□グラム再生は辭除されます。 


聞をたい曲や場所を高速 
で探す 

(高速サーチ） 

高速サーチには次の2種類びあ0ます。 
いずれかの高速サーチを選ぶことびでをま 
す。 

• インデックスサーチ （ Index ): 曲蚕や® 

名を見なげ5聞さたい ffl を探す。（お買 
い上げ時の設定） 

• タイムサーチ ( Time ): 経過時間を見な 

び5聞さたい場所を探す。 

設定は本体で巧います。 

1 再生中、 MENU / ENT ボタンを押す。 

2 w/w ►を繰り返し巧して 
「 SEARCH 」 を点滅させ、 MENU / 
ENT ボタンを巧す。 

3 W/W ►-を繰り返し巧して 
「 IndexJ (インデックスサーチ）また 
は 「 TimeJ (タイムサーチ)を点滅さ 
せ、 MENU / ENT ボタンを巧す。 

4 H ボタンを巧して一時停止させる。 


5 W/W ►-を巧したままにして、 
聞きたい巧蚕/曲名(インデックス 
サーチ)または聞きたい場所の経過 
時間(タイムサーチ)を表示させる。 

6 ■■ボタンを巧して一時停止を辭除す 
る。 

途中で設定をやめるには 

設定の途中で本体の■ボタンを巧します。 

ぐ 

• シャッフル再生中にインデックスサーチを行 
ラと、選んだ曲からシャッフル再生び始まり 
ます。 

• インデックスサーチで曲を探すとを、ディス 
クの最禮または最初の曲び表示されると、デ 
ィスクの最初または最樓の曲に戻ります。（グ 
ループモード rr グループ機能」を使ラ参照」の 
とさは、グループの最棲または最初の曲び表 
示されると、グループの最初または最棲の曲 
に戻ります。） 


r グループ機胤を巧う 

グループ設定されたディスクで、「グルー 
プ機能」を使ラことびでさます。複数の 
CD アルバムか51枚のディスクに、多数 
のトラックを録音したものを再生するとき 
や、 MDLP ( LP 2/ LP 4) モード録音したも 
のを再生するときなどに便利です。 

グループ設定されたディスクとは？ 

1枚のディスクに、録音された複数の曲を 
下図のよラにいくつかのグループにまと 
め、それぞれのグループを選択でさるよラ 
に設定されたディスクです。本機ではグル 
ープ設定することはできません。 

♦ -ディスク- . 


グループ1 


グループ2グループ3 


曲蚕 曲蚕 曲蚕 

剛 3| [4J 区虹晒 


デイスクネームを編集でさる録再機では、グルー 
プ設定び巧能です。「お手持ちの MD レコーダーで 
グループ設定をするには」をご覧ください。 


グループ機能を使って聞く 
(グループモード再生） 

グループモー ド OFF 時再生： 

ディスクの1曲目か6最後の曲まで再生 

. -ディスク- 

曲蚕 

!11固3|! [41 画61! il 7 可 


グループモー ド ON 時再生： 

選んだグループ内の曲を再生 

/-ディスク- N 

グルー プ1 グルー プ2 グルー プ3 

曲蚕 曲ま 曲蚕 

|1丽 囚晒晒 


設定は本体で行います。 

1 グループ設定されたディスクを本機 
に入れ、再生する。 

2 GROUP ボタンを2秒！; Lb 押す。 

「む」び表示され、「3色お知5せ LED 」 
び緑色に点灯し、グループモードび 
ON にな0ます。 

再生中の巧び入っているグループの最 
媛の巧まで再生して停止します。 

別のグループを聞をたいとさは「グ 
) レープを選んで聞く」をご覧くださ 
い。 


グループ モー ドを OFF にずるには 

GROUP ボタンを2砂政上押したままにして 
「3色お知らせ LED 」 を赤色に点灯させます。 


• グループモード ON のとをでち、 U ピート再 
生、シャッフル再生、プ□グラム再生をする 
ことびできます。操作のしかたについては、 
「再生モードを選ぶ」をご覧ください。 

• グループモード ON のとをにグループの最後の 
曲を再生中 、 W ►-を巧すと、グループの1 
曲目から再生び始まります。グループ内の1曲 
目を再生中、を2回巧すと、グループの最 
後の曲を再生します。 

ごま意 

グループモードび ON のとを、ディスク内のグル 
ープ設定されていない曲は一時的に1つのグルー 
プにまとめられ、一番最後のグループとして扱わ 
れます。このとを 「Gp --」と表示されます。曲番 
はグループごとの番号ではなく、ディスクの通し 
番号で表示されます。 


グループを選んで聞く 

(グループスキップモード） 

グループ設定されたディスクは、再生中に 
次のグループに進んだり、前のグループに 
戻ることびでさます。グループモードの 
ON / OFF に関係なく操作できます。 

グループ モー ド OFF 時 



グループ モー ド ON 時 

_ディスク_ 

r グループ 1 グループ 2 グループ 3 


曲蚕 

曲番 

1 

2 

3 

1 

2 


スキップ 


スキップスキップ 


設定は本体で巧います。 

1 グループ設定されたディスクを本機 
に入れ、再生する。 

2 GROUP ボタンを巧す。 

「&」と「-」び点滅、「3色お知5せ 

LED 」 びオレンジ色に点灯し、グルー 
プスキップモードに入ります。 

3 5秒 ly 灿こ！ ◄◄/►►! ►を繰り返し巧 
して、再生したい曲があるグループ名 
またはグループ番号を表示させる。 

選択されたグループの1曲目か5再生 
び始ま0ます。 

グループ名（例： AAA ) びある時 


e —— み毕粒 

、\ . . hji 、 

GP 


グループ名がない時 

e :; 禅松 
. . . 

勺 G 户 


I グループ名 


•グループ番号 


途中で設定をやめるには 

設定の途中で本体の■ボタンを巧します。 

ごま意 

手順3で、5秒間 W/W ►ボタンを操作しない 
と、グループスキップモードび辭除されます。 
そのとさは、ちラー度手順2から操作しなおして 
<ださい。 


お手持ちの MD レコーダーで グ 
ループ設定をずるには 

グループ機能を搭載していない機器でち、 
ディスク名の編集びでさる MD レコーダー 
(MD デッキ、レコーディング MD ウオーク 
マンなど)であれば、グループ設定が可能 
です。下記の設定ち法にしたびって正しく 
入力してください。入力び間違っていると 
グループ機能は働さません。 

設定方法 

1お手持ちの MD レコーダーで ディス 
ク名を下記のように変更する。 

□; [ディスク名]//席]グループ先頭曲卜 

I _ I I _ I 

④ 霞 

席]グループ最終助;[第]グループ名]// 

I _11_ I 

感 ⑥ 

席2グループ先頭助-席2グループ最終晒 

I _ I I _ I 

感 (D 

:席2グループ名]//…… 

I _ I 

⑥ 

④ディスク名 

感曲番 

めグループ名 

//グループの区切り 

-最初の曲と最渡の曲を結ぶ A イフン 

:曲番とグループ名の区切り 

例) Collections というディスク名で、 
下記のグループを設定する。 

1 〜 7 曲目のグループ名： 

My Favorites"2001 winter" 

8 〜 17 曲目のグループ名： 

Jun&Tac'sunshine head" 
化〜 24 曲目のグループ名： 

THE NIGHT BUTTERFLYS 
S 己〜 32ffl 目のグループ名： 

ドリ-ムワ-ルド /Kiss Me! 

入力ずる文字列 

0 ： Collections// 

1-7;My Favo 「 ites‘‘2001 winter"// 
8-17;Jun&Tac‘‘sunshine head"// 
18-24：THE NIGHT BUTTERFLYS// 
2 己- 32; ドリ-ムワ-ルド /Kiss Me!// 


•1 枚のディスクにグループを 99 個*まで作るこ 
とびでをます。 

• グループ名に「;」[7」「-」を巧いることびできま 
す。 

• 1枚のディスクに、同じ名称のグループを2つ 
じし b 登録することびで定ます。 

• ⑥のグループ名を入力せずにグループ分けの 
みを設定することちでをます。 

* お手持ちの MD レコーダーの文字編集能力に 
よっては、作成巧能なグループ数び少なくな 
る場合びあります。 

ごま意 

お手持ちの MD レコーダーの仕様によっては、正 

し < グループ機能び働かない場合びあります。 


高音や低音を強調する 

(デジタルサウンドプリセット） 

高音.低音を強調し、お好みの音質に設定 
できます。設定は2種類記憶することびで 
き、再生中に選べます。 

設定は、本体で行います。 


音質を選ぶ 

お買い上げ時の設定は 

•「 S 0 UND 1」 のとを 

巨 ASS (低音）：+1 'TREBLE 搞音）：+0 
• rS 0 UND 2」 のとき 
BASS : +3 .TREBLE : ±0 

1 再生中、 MENU / ENT ボタンを巧 
す。 

2 w/w ►-を繰り返し巧して 
rS-SEU を点滅さは、 MENU / 
ENT ボタンを巧す。 

3 W/W ►-を繰り返し巧して 
「 SOUND 。 または rSOUND 2 J 、 
「 OFF 」 を選んで MENU / ENT ボタン 
を巧す。 

「 OFF 」 を選ぶと、プリセット設定は解 
除されます。 


音質を変える 


1「音質を選ぶ」の手順1、2を巧い、手 
順3で rSOUNDIJ または 
「 SOUND 2 J を選んで MENU/ENT 
ボタンを巧す。 

2 もう一度 MENU/ENT ボタンを巧 
し、 W / W を繰り返し巧して 
rS - SET 」 を庶威させ、 MENU / 
ENT ボタンを巧す。 

低音 ( BASS ) の設定画面になります。 

夕@ 

nniz SOUND 1 


[ BQ 55-1 J 

さ5にもう一度 MENU / ENT ボタンを 
押すと、高音 ( TRE ) の設定画面になり 
ます。 

3 w/w ►-を繰り返し巧して低音 
( BASS ) または高音 ( TRE ) の強弱 
を設定する。 


ぶ—、、 

、、—で 

い'"： 

n n c 

しい • し , 

SOUND 1 

TRE 

h 1 | 


-4 か 5+3 の 8 段階で設定ずることができ 
まず。 

2つ目の SOUND 設定をするには、 

「音質を選ぶ」の手順1か5 3を行ってく 
ださい。 

4 MENU / ENT ボタンを押す。 

設定び登録され、巧生表示に戻0ます。 

途中で設定をやめるには 

設定の途中で本体の■ボタンを巧します。 


一時停止 ( H ) 中でち設定することびでをます。 

ごま意 

デジタルサウンドプ U セツトを使っているとを、 
設定や曲によっては音び割れたり、ひずんだりす 
ることびあります。そのとをは音費設定を変更し 
てください。 























































プレーヤー本体 



「3色お知らせ LED」 


>その他の機能 

曲ちや曲の時巧を見る 

曲名やディスク名、巧番、巧の経過時間、 
録音されている巧数、グループ名、グルー 
プ内の総巧数を確認でさます。 



音もれを抑え百にやをし 
い音にする 

( AVLS 一才ートボ U ューム U 5ッター 
システムー快遇音量） 

設定は本体で行います。 

1 MENU/ENT を巧ず。 

2 w/w ►►を繰り返し巧して 
「 OPTION 」 を点滅させ、 MENU / 
ENT ボタンを巧ず。 

3 (◄◄/►W ►►を繰り返し巧して 
「 AVLS 」 を点滅さは、 MENU/ENT 
ボタンを巧ず。 

4 W/W ►►を繰り返し巧して 
rON 」 を点滅させ、 MENU / ENT ボ 
タンを巧ず。 

rON 」 び点打し、2秒後に自動的に経過 
時間表おに戻0ます。 

AVLS を觸除ずるには 

手順4で 「OFF」 を還び、 MENU/ENT ボタ 
ンを巧します。 


誤操作を防ぐ 

(ホールド機能） 

1 HOLD スイッチを一(ワイヤレス 
コント□-ラーでは ►) のち向にず5 
ず。 

本体の HOLD スイッチをずらずと、本 
体の操作ボタンび、ワイヤレスコント 
□—ラーの HOLD スイッチをず5す 
と、ワイヤレスコント□ーラーの操作 
ボタンび働かな< なります。 



HOLD を觸除ずるには 

HOLD スイッチをち印と逆の方向にず6 
しまず。 


電池の消耗を抑える 

りのーセーブ機能） 


ID の設定を解除ずるには 

® MENU/ENTER ボタン対甲す。 

@ W/W ►を繰り返し押して 

「OPTION」 を点滅させ、 MENU/ENT 
ボタンを押す。 

③ W/W ►を繰り返し巧して 
「W. Rm ID」 を点滅させ、 MENU/ 
ENT ボタンを巧す。 

@ W/W ►を繰り返し押して 

「ALU を点滅させ、 MENU/ENT ボタ 
ンを押す。 

「ALU が点灯し、 ID が解除されます。 

途中で設定をやめるには 

設定の途中で本体の■ボタンを押します。 


ワイヤレスコント□ーラー 
をキーライトとして使ラ 

(キーライトモード） 

1 ワイヤレスコント□- ラーの ■/ 
LIGHT を r キーライト/操作確認 
LEDJ が点巧するまで巧す。 


〇 

包 

〇 

曲番 

— 

経過時間 

曲番 

ぶ 

曲名* 

グループ内の総巧数 

白户 

グループ名* 

ディスク内の総曲数 


ディスク名* 

曲番 

— 

トラックモード 


文字情報を記録しているディスクのときのみ 
表术します。 


1 MENU / ENT ボタンを巧す。 

2 w/w ►-を繰り返し押して 
「 DISP 」 を点滅させ、 MENU/ENT 
ボタンを巧す。 

3 W/W ►-を繰り返し押して確認 
したい情報を点滅させ、 MENU / 
ENT ボタンを巧す。 

押すたびに表示は攻下のよラに変わり 
ます。 

LapTim (経過時間） » i 

♦ 

T . Name (巧る） 

♦ 

G . Name (グループ名） 

グループモードび ON のとをのみ表示されます。 

♦ 

D . Name (ディスクる） 

辛 

T-MODE (トラックモード）— 


途中で設定をやめるには 

設定の途中で本体の■ボタンを巧します。 


ワイヤレスコント□一 
ラーの巧認音を消す 

ワイヤレスコント□—ラーの確認音を消す 

ことびでをます。 

設定は本体で行います。 

1 MENU/ENT を巧ず。 

2 w/w ►►を繰り返し巧して 
「 OPTION 」 を点滅さは、 MENU / 
ENT ボタンを巧ず。 

3 W/W ►►を繰り返し巧して 
「 BEEPJ を点滅させ、 MENU/ENT 
ボタンを巧す。 

4 W/W ►►を繰り返し巧して 
「 OFFJ を点滅させ、 MENU / ENT ボ 
タンを巧ず。 

ワイヤレスコント□-ラーの確認音を鳴 

6ずには 

手順4で rON」 を還び、 MENU/ENT ボタ 

ンを巧します。 


巧色お知らせ LED」 を操作状態にかかわ!5 

ず常にミ肖灯させることにより、電池の消耗 

を抑えます。 

設定は本体で行います。 

1 MENU / ENT ボタンを巧ず。 

2 w/w ►►を繰り返し巧して 
rOPTIONJ を点滅させ、 MENU / 
ENT ボタンを巧す。 

3 W/W ►►を繰り返し巧して 
IT - Save 」 を点滅さは、 MENU / 
ENT ボタンを巧ず。 

4 W/W ►►を繰り返し巧して 
rONJ を点滅させ、 MENU / ENT ボ 
タンを巧ず。 

巧色お知6せ LED 」 をつけるには 

手順4で 「OFF」 を還び、 MENU/ENT ボタ 

ンを巧しまず。 

途中で設定をやめるには 

設定の途中で本体の■ボタンを巧します。 


ワイヤレスコント□ーラ 
一の ID を設定する 



巧電式電池-を電池の取 
り換え時期は 

ご使用中、本体の表お窓の電池残量表示 
で、または本体の「3色お知5せ LED」 表 
示、 「キーライト/操作確認 LED」 でお知 
5せします。 

本体の表示窓 

残量びみなくなつてます。 

♦ 

亡三）電池び消耗しています。 

♦ 

、4 * ✓ 

- dZZl - 残量びありません。本体の 「 LoBATT 」 

'' 表示び点滅し、電源び切れます。 

本体の巧色お知5せ LED 」 表示 

LED 点灯 電池鶏量は充分です。 

♦ 

LED 遅い点滅 電池残量び少な < なってます。 

♦ 


を 

グループ名は、グループスキップモード時にち表 
おされます。 

ごま意 

• グループ ON / OFF の状態や、動作状態、設定 
状況によっては、表示び選択でをなかった 
り、表示び異なったりすることびあります。 

• トラックモードは、再生中のみ表示されま 
す。表示されてから2砂棲に、自動的に経過時 
間表示に戻ります。 


音满びを抑える 

(G-PROTECTION 機能） 


途中で設定をやめるには 

設定の途中で本体の■ボタンを押します。 


ワイヤレスコント□ーラーび持つ固有 ID を 
本体に記憶させることびでさます。他の人 
び持っている同機種のワイヤレスコント 
n —ラーによる誤動作を防ぐことびでさま 
す。 

設定は本体で行います。 

1 MENU / ENT ボタンを巧す。 

2 w/w ►-を繰り返し押して 
「 OPTIONJ を点滅させ、 MENU / 
ENT ボタンを巧す。 

3 W/W ►-を繰り返し押して 
rw . Rm ID 」 を庶威させ、 MENU / 
ENT ボタンを巧す。 


LED 早い点滅 電池残量びありません。しば 
ら < すると LED び消灯し、電源 
び切れます。 

ワイヤレスコントローラーをキーライト 
モードでお使いのとを 

r キーライト/操作確認 LED」 び点滅した 
5、 U チウム電池を交換してくださし、。 

ごま意 

• 100%充電されていない充電式電池を入れて 
も、残量表おびすベて点なすることびありま 
すび、充電量(充電時間)びみなければ、持続 
時間は短くなります。 

. 早戻し/早送りや極端に温度び低い場所で使 
用している時は、鶏量び少なく表おされるこ 
とびあ0ます。 


G-PR0TECTI0N はジョギング時の衝撃 
を想定して開発された音飛びガード機能で 
す。従来の音飛びガードよりさらに音飛び 
に強くなっています。 


4 w/w ►-を繰り返し押して 
riDSet」 を 点滅 さは、 MENU/ENT 
ボタンを巧す。 

「Rev ID」 び点滅します。 


ごを意 5 10秒に(内に、ワイヤレスコントロー 

なのようなとき、音びおぶことびありまず。 ラーの►►を 「Get ID 」 び点口ず 

• 強い衝撃び連続的にちえ日れたとき るまで巧ず。 

• 傷 や 巧れのある MD を聞いていると き 本体に ID び記憶されます。 


電池の持続時間 1 ) (JEITA 2 >) 

本体 


使巧 電池 

SP LP2 

ステレオステレオ 

LP 4 

ステレオ 

充電式二カド電池 
NC -6 WM 
(100%充電時） 

約1己 
時間 

約17 
時間 

約20 
時間 

アルカ U 乾電池 
LR 6( SG ) 3) 

約47 
時間 

約己4 
時間 

約61 
時間 

充電式二カド電池 
とアルカ U 
乾電池 3 > の併用 

約63 
時間 

約73 
時間 

約82 
時間 

ワイトレスコント ローラー 

使用 電池 


使用時間 


U チウム電池 CR 2032 4 ) 

約1年 5) 

約1日時間の 



1) パワーセープモード 0 N、W 旧 ELESS スイッ 
チ ON 時の値です。 

J 曰 TA (電モ情報技術産業協会)規格による測 
定値です（ソニー MDW シ U - ズのミニディス 
クを使巧)。 

3) 日本製ソニースタ S ナアルカ U 乾電池 LR 目 
( SG ) で測定しています。 

4) ワイヤレスコント□ーラー内の付属の U チウ 
ム電池はお試し用です。 

5) 1曰約6日回の操作を毎日行った場合 

6) ■/ LIGHT 封甲して r キーライト/操作確認 
LED 」 をキーライトモードで使巧した場合 


電池の持続時間は、周囲の温度や使巧状態、電池 
の種類により、短くなる場合びあります。 

リチウム電池を交換ずる 

® RELEASE ボタンを押しなびら下図の 
ように OPEN の方向にまわして電池ぶ 
たをはずす。 

OPEN 


RELEASE 



@+と書かれた面を上にしてリチウム電池 
CR 2032を人れる。 



⑤ OPEN と電池ぶたの凸部ををわせ、電池 
ぶたを差し込む。 


OPEN 




►そのが 


使用上のごま意 

分解しないで<ださい 

S ニディスクプレーヤーに使われているレーヴ 
一光が目にあたると危険です。 

レンズに触れないでください 

レンズび巧れると音飛びび起をたり、再生でさ 
な< なった0する場合びあ0ます。 

また、ほこりびつかないよラに、ディスクの出し 
入れがはふたを開けないで < ださい。 

AC パワーアダプターについて(付属 
の充電スタンド専用） 

• この製品には、付属の AC パワーアダプター/ 
別売りの AC パワーアダプター AC - E 3 日 L (極 
性統一形プラグ- J 曰 TA 規格)をご使巧くださ 
し、。上記政がの製品を使巧すると、故障の原 
因になることびあります。 



極性統一おプラグ 


• AC パワーアダプターは容易に手び届くような 
電源コンセントに接続し、異常び生じた場を 
は速やかにコンセントから损いてください。 

巧電について 

• 付属の充電スタンドは、本機専用です。他機の 
充電はできません。 

• 付属の充電スタンドでは、指定の電池切がは 
充電しないでください。 

• 充電中は、充電スタンドや充電式電池び熱< 
なりますび、危険はありません。 

• お買い上げ時や長い間使わなかった充電式電 
池では持続時間び短いことびあります。これ 
は電池の特性によるちので、何回か充放電を 
繰り返すと充分充電されるよラになります。 

• 充電式電池を充分に充電しても使える時間び 
通常の半分くらいになったときは、新しし巧 
電式電池と取り換えてください。 

• 長い間お使いにならないときは、 AC パワーア 
ダプターをコンセントから损を、本体を充電 
スタンドからはずしてください。 

• 充電スタンドの CHARGE (充電)ランプは、 
本体を充電スタンドに置いた時点から6時間媛 
に消えます。途中で3砂政上はずした場合に 
は、置を直した時点から6時間後に消えます。 


日本国内での巧電式電池の廃棄について 


镑 

Ni-Cd 


ニカド電池は、リサイクルで 
きます。不要になったニカド 
電池は、金属部にセ□八ンテ 
ープなどの絶縁テープを目占っ 
て I 」サイクル協力店へお持ち 
<ださい。 


充電式電池の回収- U サイクルおよび U サイク 
ル協力店については社団法人電池工業をホーム 
ぺージ： http :// www . baj . or . jp / を参照してくだ 
さい。 


海外での巧電式電池の廃棄について 

各国の法規制にしたびって廃棄してください。 


取り扱いについて 

• 落としたり、強いショックを与えたりしない 
で<ださい。故障の原因になります。 

• ヘッドホンのコードを強くひっぱらないでく 
ださい。 

• 次のよラな場所には置かないで<ださい。 

—温度び非常に高いところ (6 日で政上） 

—直射日光の当たる場所や暖房器具の近く 
—窓を閉めきった自動車内（とくに夏季） 
一風呂焉など、湿気のをいところ 
—磁石、スピーカー、テレビなどの磁気を帯 
びたちのの近く 
—ほこりのをいところ 

• 付属のヘッドホンをご使用中、肌に合わないと 
感じたときは早めに使巧を中止して、医師また 
はテクニカルインフオメーシヨンセンター、お 
客様ご相談センターにご相談ください。 


温度上昇について 

充電中および長時間お使いになったとさに、本 
体の温度び上昇することびありますび、故障で 
はおりません。 


動作音について 

本機は省電力の動作ち式になっています。 
そのため、動作中は断続的に動作音びしますび 
故障ではありません。 

ミニディスクの取り扱いについて 

. ミニディスク自体はカート U ッジに収納さ 
れ、ゴミや指紋を気にせず手軽に取り扱える 
よラになっています。ただし、カートリッジ 
のよごれや反りなどび誤動作の原因になるこ 
ともあります。いつまでも美しい音で楽しめ 
るよラに次のことにご注意ください。 

—ミニディスクに直接触れない 

シャツターを手で開けないでください。 
無理に開けるとこわれます。 



シャツターカートリッジ 


—持ち運ぶときやな管ずるときはケースに入 
れる 

—置 さ 場 巧について 

直射日光び当たるところなど温度の高いと 
ころや湿度の高いところには置かないでく 
ださい。また、砂浜など、ディスクに砂び 
入る可能性のあるところには放置しないで 
<ださい。 

—定期的にお手入れを 

カートリッジ表面についたほこりやゴ S 
を、乾いた布でふさ取ってください。 

• ディスクに付属のラベルは所定 U (外の位圍こ 
貼らないでください。必ず、ラベル巧の<ぼ 
みに合わせて貼ってください。 

へッドホンについて 

付属のへッドホンは、音量を上げすざると音び 
がにをれます。音量を上げすざて、まわりの人 
の迷惑にならないように気をつけましょラ。雑 
音のをいところでは音量を上げてしまいびちで 
ずび、ヘッドホンで聞<とさはいつち呼びかけ 
られて返きができるくらいの音量を、目安にし 
てください。 

ワイヤレスコント□ーラーについて 

• 本体とワイヤレスコント□ーラーの間では電 
波を使ってワイヤレスコントローラーから本 
体へ操作指示を送っています。 


乾電池ケースについて 

付属の乾電池ケースは本機専用です。 

万一故障した場をは、内部を開けずに、テクニカ 
ルインフォ><ーションセンターまたはお買い上げ 
店、ソニーのサービス窓□にご相談ください。（デ 
イスクび本体に入っているときに故障した場合 
は、故障原因の早期解決のため、ディスクを入れ 
たままご相談されることをおすすめします。） 


ぉ手入れ 

表面びミちれたとをは 

表面び';ちれたとさは、水気を含ませた柔らかい 
布で軽くふいたあと、からぶきをしまず。シン 
ナ ー、 ベンジン、アルコールなどは表面を傷め 
ますので使わないでください。 

へッドホンプラグのお手入れについて 

常によい音でお聞きいただくために、プラグを 
ときどき柔らかい巧でからぶきし、清潔に保つ 
て<ださい。巧れていると、雑音や音切れの原 
因になることがあ0ます。 

端子のお手入れについて 

定期的にを端子を綿棒や柔らかい巧などでをれ 
いにしてください。 


本体巧 電池 挿入部 



巧電池（付属)/乾電池（別売り） 


電波でやりとりしていますので、ご使巧の際に 
は巧のことにご注意ください。 

• 飛行機内では、通信電液などを乱ず恐れびあ 
りますので、ワイヤレスコント□—ラーは使 
用しないでぐださい。 

必ず本体の W 旧 ELESS スイッチを rOFF 」 に 
し、ワイヤレスコント□-ラーの HOLD スイ 
ッチを►の方向にずらして本体で操作してく 
ださい。（ただし、離着陸時など電デ機器の使 
用び制限されている場をは使用しないで<だ 
さい。） 

• 本体とワイヤレスコント□ーラーは約 1 m 切内 
の距離でお使い < ださい。 

• なのよラな場合、受信状態び悪<なったり、 
操作距離び短くなることびあります。 

—へッドホンのコードを本体に巻き付けて使 
用している。（コードを延ばしてお使いく 
ださい。） 

一 近くに金属物びある。または金属ラベルの 
MD を使用している。 

ー ワイヤレスコント□-ラー、または本体の 
近くに電波の障善になる物びある。 

—コンピューター、ワープ□周辺など電磁ノ 
イズの大きい所で使巧している。 

ー テレビ塔、ラジオ塔の近くなど電波の強い 
所で使巧している。 

一車内、電車内で使巧している。 

—ラジオやワイヤレスウオークマンを聞いて 
いる人の近くで使巧している。 

受信状態び悪いとさ、または操作でをないとさ 
は、本体およびワイヤレスコント□ーラーの向 
さや位置、持ちかたを変えてみてください。 


端子 



[! I 付属のワイヤレスコント□-ラーは本機専 
用でず。 


ボタン型電池誤飲防止について 

• ワイヤレスコントローラーの電源にはボタン 
型電池を使巧しています。 

• ボタン型電池を誤って飲み込むことのないよ 
ラ、ワイヤレスコント□ーラーおよび電池は 
特に幼児の手の届かないところに置いてくだ 
さい。 

• 万一電池を飲み込んだ場含には、直ちに医師 
と相談してください。 


巧障かな？とおった6 

サービス窓□にご相談になる前にもう一度チェ 

ックしてみてください。 

ご不明な点びあるとをは、テクニカルインフォ 

メーションセンターへお問い含わせください。 

操作を受けつけなし、 

• ディスクび入っていない(本体に riMoDISC 」 
表示び出る）。 

♦ ディスクを入れてください。 

• ホールド機能び働いている(本体の操作ボタン 
を巧すと本体に 「 HOLD 」 表示び出る）。 

♦ HOLD スイッチを矢印と逆方向にして、ホ 
ールド機能を解除してください。 

• 結露(内部に水滴び付着）している。 

♦ ディスクを取り出して、数時間待ってください。 

• 充電式電池または乾電池び消耗している(本体 
に 「 LoBATT 」 表おび点滅する）。 

♦充電式電池を充電するか、乾電池を新しい 
ちのと交換してください。 

• 電池び正し < 入れられていない。 

♦ 電池の任)端子と G ) 端テを正しく入れ直して 
<ださい。 

• 何を録音されていないディスクび入っている 
(本体に 「 BLANK 」 表示び出る）。 

♦ 録音されたディスクを入れてください。 

• ディスクび損傷している体体に 「 ERROR 」 表 
示び出る)。 

♦ ディスクを入れ直す。それでち表示が出ると 
をは、他のディスクと取り換えてください。 

• 使巧中、衝擊や過大な静電気、落雷による電源 
電圧の異常などのために強いノイズを受けた。 

♦ :欠の手順で操作し直して < ださい。 

1 すべての電源をはずす。 

2約30砂間そのままにする。 

3電源をつなぐ。 

ワイヤレスコント□-ラーで操作できない 

. 本体の W 旧 ELESS スイッチび rOFF 」 になっ 
ている。 

♦ W 旧 ELESS スイッチを 「 ON 」 にしてくださ 
い。 

• 他のワイヤレスコント□ーラーと混信してい 
る。 

♦ 他のワイヤレスコント□ーラーから離して 
お使いください。 

♦ ワイヤレスコント□-ラーの固有 ID を本体 
に設定してください。くわしくは、「ワイ 
ヤレスコント□ーラーの ID を設定する」を 
ご覧ください。 

• ワイヤレスコント□-ラーの HOLD び解除さ 
れていない。 

♦ HOLD を解除してください。 

• キーライトモードで、ライトび点滅する。 

♦ ワイヤレスコント□-ラーの電池を交換し 
て < ださい。 

• 別売りの U モコンを本体につないでいる。 

♦ 付属のワイヤレスコント□-ラーとヘッド 
ホンを使巧して<ださい。別売りの U モコ 
ンをつないでいるとさは、付属のワイヤレ 
スコント□ーラーを使って本体の操作をす 
ることはでをません。 

• 金属物の近 < で操作している。 

♦ 金属物から離してお使い < ださい。 

. 本体とワイヤレスコント□ーラーび離れすざ 
ている。 

♦ 本体にワイヤレスコント□ーラーを近づけ 
てお使いください。（約内に） 

通常の巧をびでさなし、 

• リピート再生を指定した。 

* 再生モードを 「 Normal 」 に指定してから再 
生を始めてください。くわしくは、「再生 
モードを選ぶ」をご覧< ださい。 

• グループモード再生している。 

♦ グループモードを OF 円こしてください。 

ディスクの1曲目か5再生でをなし、 

• 前回再生したときディスクの途中で止めた。 

♦ ふたを開けるか、停止中に►-を2砂政 
上押したままにしてください。1曲目から 
再をでをます。 

• グループモードび ON になっている。 

♦ グループモードを OF 円こし、再生を停止さ 
せてから►-を2秒じ(上巧したままにし 
てください。1曲目から再生できます。 

デジタルかウンドプリセットの設定がでさない 

• デジタルサウンドプ U セットび解除されている。 
«► rSOUNDI 」 または rS 0 UND 2」 を選んで 
<ださい。選びかたについては、「音質を 
選ぶ」をご覧ください。 


再生中に音がとざれる 

• 振動のをい場所に置いている。 

♦ 振動のかない焉所で使って<ださい。 

• ナレーションやイント□など1曲の録音時間び 
極端に短いと、音びとぎれることびあります。 

雑音げをし、 

• テレビなど強い磁気を帯びたものの近くに置 
いている。 

♦ テレビなどから離して置いてください。 

瞬間的なノイズが聞こえる 

• LP 4 (4 倍モード)でステレオ録音された音を 
再生している。 

♦ LP 4 ステレオ録音した音を再生した場合、 
圧縮方式の特性により、ごくまれに瞬間的 
なノイズび聞こえることびあります。 

充電できな L 1 

• 充電スタンドの充電用端子び巧れている。 

♦ 充電用端テを乾いた巧などで拭いてください。 

• 充電油び入っていない。（本体を充電スタンド 
に置いて、本体または IJ モコンのいずれかの 
操作ボタンを巧して確認すると、本体に 
「 NoBATT 」 と表示される。） 

♦充電池を入れてください。 

巧電ス タン ドの CHARGE ランプがつかなし) 

• 充電池び入っていない。 

♦充電池を入れてください。 

正しく動作しなし、 

• 充電スタンドにのせて操作している。 

♦ 充電スタンドからはずして使用してください。 

• プ□グラム設定中にグループモードに切り替 
えよラとした。 

♦ プ□グラム設定する前に、グループモード 
にして < ださい。 

ヘッドホンか6音が出ない、 音が’かさい 

• ヘッドホンびしっかりと差し込まれていない。 

* 0ジャックにしっかりと差し込んでください。 

• AVLS 機能び働いている。 

«► AVLS を辭除してください。くわしくは「音 
もれを巧え耳にやさしい音にする」の 
「 AVLS を辭除するには」をご覧ください。 

「3色お知5せ LEDJ びつかなし) 

• パワーセーブモードが ON になっている。 

♦ パワーセープモードを OFF にして < ださ 
し、くわしくは「電池の消耗を抑える」をご 
覧< ださい。 

グループ機能び動作しなし、 

• グループ設定されていないディスクを使用して 
し'!る。 

♦ グループ設定されたディスクを使巧して< 
ださい。 

• グループ設定されていない曲を再生中、グル 
ープ機能を使おラとした。 

♦ グループ設定されていない曲は、グループ 
機能は使えません。グループスキップモー 
ドを使ってグループ設定された曲を選んで 
<ださい。 

• プログラム設定中にグループモードに切り替え 
ようとした。 

♦プ□グラム設定する前に、グループモード 
にしてください。 

早送りまたは早戻しすると伺曲か巧または前の 
巧に飛んでしまラ 

• グループスキップモードび働いている。 

♦ 何ち操作せずに日秒切上待つと、自動的に 
グループスキップモードび解除されます。 
くわしくは「「グループ機能」を使う」の r グ 
ループを選んで聞く」をご覽ください 


主な仕様 

形式 

S ニディスクデジタルオーディオシステム 

再生読み取り方式 

非接触光学式読み取り（半導体レーザー使 
用） 

レーザー 

GaAIAs MQW ダイオード、 

A 二790 nm 

回転数 

約300 rpm - 2,700 rpm 

エラー 訂正方式 

アドバンスドクロスインターリーブ U —ド 
ソ□モンコード ( AC 旧 C ) 

サンプリング周波数 
44.1 kHz 
コーディング 

ATRAC (アダプティプトランスフオーム 
アコースティックコーディング） 

ATRAC 3 — LP 2/ LP 4 
変調方式 
EFM 

チャンネル数 

ステレオ2チャンネル 
でノラル1チャンネル 

周波数特性 

2日〜20,0日日 Hz +3 d 己 

ワウ.フラッタ_ 

実用測定限界値切下 

出力端子 

へッドホン:ステレオミニジャック 
最大出力日 mW + 5 mW * (16 Q ) 

電源 

本体： 

• 充電式電池 NC -6 WM 、1.2 V 、 

600 mAh 、 Ni - Ccl 1 個 
• アルカ I 」乾電池(単3形)1本 

ワイヤレスコント□—ラー： 

• リチウム電池 CR 2032 1個 

巧電スタンド： 

• AC パワーアダプター DC 3 V 
AC 1 日 0 V 、 加/目日 Hz 

電池持続時間 

「充電式電池-乾電池の取り換え時期は」を 
ご覧ください。 

ワイヤレス搬送周波数 

237.34 MHz 

本体寸法 

約74.日 X 81.0 xl 7.7 mm 
(幅/高さ/奥行さ、突起部含まず） 
最大がお寸法* 

約 76.7 X 81.6 X 20.0 mm 
(幅/高さ/奥行を） 

質量 

約 78 g (本体のみ） 

約 103 g (充電式電池含む） 

* J 曰 TA (電子情報技術産業協尝)規格による測 
定値です。 

本機の仕様およびが観は、改良のため予告なく変 
要することびありますび、ご了承ください。 

本機は、ドルビーラボラトリーズの米国およびが 
国特許に基づ < 許語製品です。 


巧証書とアフターサービス 

保証書 

• この製品には保証書び添付されていますの 
で、お買い上げの際お買い上げ店でお受け取 
りくださし、。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめの 
ラえ、大切に保存してください。 

• 保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

アフターヴー ビス 

• 調子が悪いときはまずチェックを 

この説明書をちう一度ご覧になってお調べく 
ださい。 

• それでも具合の悪いとさは 

テクニカルインフォ ーシヨンセンターまた 
はお買い上げ店、添付の r ソニーご相談窓□の 
ご案内」にあるお近くのソニーサービス窓□に 
ご相談ください。 

• 保証期間中の修理は 

保証書の記載巧容に基づいて修理させていた 
ださます。詳しくは保証書をご覧<ださい。 

• 保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持でをる場合は、ご要 
望により有料修理させていただをます。 

• 部品の保有期間について 

当社ではポータブル S ニディスクプレーヤー 
の補修用性能部品(製品の機能を維持するため 
に必要な部品)を、製造打ち切り後8年間保有 
しています。この部品保有期間を修理可能の 
期間とさせていたださます。保有期間び経過 
した後ち、故障箇所によっては修理可能の場 
合びありますので、テクニカルインフォメー 
シヨンセンターまたはお買い上げ店、ヴービ 
ス窓□にご相談ください。 

アフターサービスを 依頼ずるとをは 

必ず本体とヘッドホン、ワイヤレスコント 
n —ラーのすべてをお持ちください。 


別売りアクセヴリー 

AC パワーアダプター AC - E 30 L 
充電式ニカド電池 NC -6 WM 
U モートコント□ー ラー 

RM - MC 12 ELK . RM - MC 11 EL 
ステレオヘッドホン* MDR - D 目目 SL 、 
MDR - E 888 SP など 
アクティブスピーカー SRS - Z 500、 
SRS - Z 75 日、 SRS - Z 1 0日0など 
U チウム電池 CR 2032 (ワイヤレス U モ 
コン巧） 

MD ラベルプリンター MZP -1、 IC メモ 
リー.リピートラーニング. MD コント □ 
-ラー RPT - M 1 は使用でをません。 

* ヘッドホンは、ステレオミニプラグのちのを 
おホめください。マイク□プラグのちのは使 
えません。別売りのヘッドホンを使用した場 
合、ワイヤレスコントローラーの機能は保記 
されません。 


ご案の 

ソニーではお客様技術相談窓□として「テクニカル 
インフオメーシヨンセンター」を開設しています。 
お使いになってご不明な点、技術的なご質問、故障 
と思われるとさのご相談は下記までお問い合わせ 
<ださい。 

テクニカルインフオメーシヨンセンター 

電話： 048-794-5194 

受付時間： 月〜金曜曰午前如き〜午後目時 

(祝曰、年末、年始、薛巧休日を除く） 

ご相談になるとをは次のことをお知らせください 

• 型名 

♦ ご相談内容:できるだけ詳しく 

參 お買い上げ年月日 


http : //WWW. Sony , co . jp / 

ソニー株式を社〒141-0001東京都品川区化品 II 6-7-35 
お問い合わせはお客様ご相談センターへ 受せ時間： 

• ナビダイヤル… 0570-00-3311 置品 

(全国どこからでも市内通話料をでご利巧いただけまず） 20:00, 

• 携を電話. PHS でのご利巧は… 03-5448-3311 
• Fax . 0466 -31-2595 i7：oo 






